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一
　
南
湖
公
園

甲

子

温
泉
に
滯
在
す
る
中
、
一
日
白
河
へ
と
て
、
田
中
桃
葉
と
共
に
山
を
下
り
け
る
に
、
白
河
の
青
年
藤
田
虎

太
、
長
谷
部
英
一
、
同
英
吉
の
三
氏
後
よ
り
追
付
き
來
り
て
、
共
に
す
。
芝
原
を
經
て
奧
州
街
道
に
出
で
し
頃
、

日
暮
れ
た
り
。
雨
大
い
に
至
り
、
電
閃
き
、
雷
鳴
る
。
白
河
の
市
街
に
入
り
、
右
折
し
て
南
湖
に
向
ふ
。
咫
尺

を
辨
ぜ
ざ
る
闇
の
夜
に
て
、
雷
雨
益
〻
盛
ん
也
。

　
　
い
か
づ
ち
の
鳴
る
度
ご
と
に
路
見
え
て

　
　
　
　
我
を
導
く
闇
の
稻
妻

　
湖
畔
の
偕
樂
園
に
籠
居
し
て
筆
を
執
る
ほ
ど
に
、
二
日
目
の
朝
、
川
崎
旭
溪
二
瓢
を
手
に
し
て
來
り
、
『
共

樂
亭
に
至
り
た
る
か
』
と
問
ふ
、
『
未
だ
し
』
と
云
へ
ば
、
『
さ
ら
ば
案
内
せ
む
』
と
て
、
共
に
行
く
。
老
松

路
に
横
は
り
、
幽
趣
人
に
逼
る
。
幾
艘
の
小
端
艇
岸
邊
に
横
は
り
、
鳰
點
々
蕁
菜
の
間
に
浮
沈
す
。
二
三
の
物

賣
る
家
盡
き
て
、
右
に
廣
き
空
地
を
見
る
。
旭
溪
曰
く
、
『
運
動
場
な
り
』
。
北
方
の
山
腰
を
指
し
て
曰
く
、

『
樂
翁
公
の
祠
の
豫
定
地
な
り
』
。
余
は
こ
ゝ
に
始
め
て
、
白
河
人
士
が
發
起
し
て
、
南
湖
に
樂
翁
公
の
祠
を

建
つ
る
の
擧
あ
る
を
知
り
ぬ
。
義
公
、
烈
公
が
水
戸
に
て
通
ず
る
如
く
、
樂
翁
公
は
白
河
に
て
通
ず
。
樂
翁
公

は
江
戸
時
代
の
賢
相
な
る
が
、
一
方
に
は
能
く
白
河
を
治
め
た
り
。
南
湖
の
如
き
も
、
も
と
は
沮
洳
の
地
に
て
、

何
の
役
に
も
立
た
ず
。
何
等
の
風
致
も
無
か
り
し
が
、
樂
翁
公
之
を
修
理
し
て
、
一
方
に
五
十
町
歩
の
南
湖
を
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得
、
一
方
に
百
町
歩
の
田
を
得
た
り
。
更
に
龍
田
の
紅
葉
、
嵐
山
の
櫻
を
移
植
し
、
松
を
植
ゑ
、
共
樂
亭
を
築

き
て
、
其
の
名
の
如
く
、
士
民
と
共
に
樂
め
り
。
大
名
專
有
の
園
地
は
、
古
來
到
る
處
に
あ
り
。
大
名
の
公
園

を
設
く
る
こ
と
は
、
實
に
樂
翁
公
に
創
ま
れ
る
也
。

　
　
君
民
同
樂
共
融
々
。
水
理
修
來
奪
化
工
。
遺
澤
千
秋
流
不
盡
。
萬
人
齊
仰
樂
翁
公
。

　
湖
を
左
に
し
、
喬
松
に
蔽
は
れ
た
る
山
を
右
に
し
、
や
が
て
湖
を
後
ろ
に
し
、
松
山
を
め
ぐ
り
て
、
行
け
ば
、

櫻
の
竝
木
の
盡
く
る
處
、
巨
石
立
ち
、
南
湖
公
園
と
題
す
。
旭
溪
曰
く
、
『
こ
の
四
字
は
樂
翁
公
の
遺
墨
中
よ

り
集
め
た
る
も
の
な
り
』
。
曰
く
、
『
こ
ゝ
が
南
湖
公
園
の
入
口
な
り
。
南
湖
を
看
む
に
は
、
先
づ
こ
ゝ
よ
り

始
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
』
。
引
返
し
て
、
湖
に
接
す
る
處
に
至
り
て
、
山
麓
よ
り
迸
り
出
づ
る
清
水
を
掬
し
、
山

を
少
し
上
れ
ば
、
一
亭
あ
り
。
二
た
間
に
な
り
居
れ
る
が
、
閾
を
設
け
ず
。
當
年
の
遺
制
に
據
り
て
、
明
治
三

十
五
年
再
建
す
る
所
に
係
る
。
傍
ら
に
南
湖
十
七
勝
の
碑
あ
り
。
亭
に
上
り
て
、
共
に
瓢
酒
を
傾
け
、
且
つ
飮

み
、
且
つ
眺
む
。
南
湖
一
泓
の
明
鏡
を
開
き
、
四
面
の
山
や
樹
や
倒
影
を
※
す
。
旭
溪
曰
く
、
『
十
七
勝
は
樂

翁
公
の
命
名
す
る
所
に
し
て
、
和
漢
兩
樣
の
名
あ
り
。
當
時
公
卿
大
名
巨
儒
よ
り
詩
歌
を
求
め
、
樂
翁
公
も
自

か
ら
歌
二
首
を
詠
め
り
。
こ
の
湖
、
白
河
城
の
南
半
里
の
外
に
あ
る
を
以
て
南
湖
と
稱
す
。
こ
れ
漢
樣
也
。
關

山
見
ゆ
る
を
以
て
、
關
の
湖
と
も
稱
す
。
こ
れ
和
樣
な
り
』
。
『
關
山
は
孰
れ
の
山
ぞ
』
と
問
へ
ば
、
東
南
の

方
を
指
し
て
、
『
今
は
雲
に
隱
れ
て
見
え
ず
』
。
な
ほ
語
を
つ
ゞ
け
て
、
『
こ
の
亭
が
共
樂
亭
（
漢
名
同
）
、

さ
き
の
清
水
が
常
磐
清
水
（
玉
花
泉
）
、
こ
ゝ
の
平
地
が
錦
の
岡
（
濯
錦
岡
）
、
こ
ゝ
の
松
山
が
鏡
の
山
（
明

鏡
山
）
、
亭
の
下
の
右
手
が
眞
萩
浦
（
萬
花
岸
）
、
左
手
が
月
見
浦
（
逗
月
浦
）
、
湖
心
の
小
島
が
御
影
島
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（
玉
女
島
）
、
菰
の
生
へ
た
る
洲
が
下
根
島
（
蒹
葭
洲
）
、
湖
の
東
方
を
横
斷
せ
る
堤
が
千
代
の
堤
（
使
君
堤

）
、
堤
の
北
の
山
が
月
待
山
（
問
月
嶺
）
、
堤
の
南
に
盡
く
る
處
の
彼
方
が
八
聲
村
（
五
徳
村
）
、
村
の
西
方

即
ち
湖
の
南
に
聳
ゆ
る
山
が
小
鹿
山
（
鹿
鳴
峯
）
、
山
の
下
の
松
原
が
千
代
の
松
原
（
一
字
松
）
、
松
原
よ
り

突
出
し
た
る
岸
が
有
明
崎
（
曉
月
渚
）
、
崎
の
西
方
の
奧
が
松
風
の
里
（
松
濤
里
）
、
里
よ
り
北
即
ち
湖
の
西

な
る
原
が
松
蟲
の
原
（
鳴
秋
原
）
な
り
。
日
の
出
、
月
の
出
も
見
え
、
日
の
入
、
月
の
入
も
見
ゆ
。
六
里
の
外

の
那
須
山
も
見
ゆ
』
。
『
こ
の
頃
の
天
候
に
て
は
、
那
須
山
は
見
る
を
得
ざ
る
べ
け
れ
ど
、
せ
め
て
、
關
山
は
』

と
て
杯
を
傾
く
。
一
杯
又
一
杯
、
う
れ
し
や
、
東
南
の
天
、
雲
頻
に
動
い
て
、
お
ひ
〳
〵
に
薄
ら
ぐ
。
關
山
の

下
部
見
え
初
む
。
一
杯
又
一
杯
、
關
山
の
六
七
合
ま
で
見
ゆ
る
か
と
思
へ
ば
、
間
も
な
く
全
山
露
出
す
。
孤
立

せ
る
危
峯
に
て
、
頂
上
の
寺
ま
で
見
ゆ
。
瓢
酒
の
盡
く
る
ま
で
、
こ
の
名
山
を
眺
め
盡
し
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
須
釜
氏
の
花
月
莊

桃
葉
は
南
湖
に
二
泊
し
て
、
都
に
還
れ
り
。
余
は
旭
溪
に
要
せ
ら
れ
て
、
そ
の
家
に
飮
み
、
共
に
そ
の
兄
な
る

須
釜
嘉
平
太
氏
の
花
月
莊
に
一
泊
し
、
一
先
づ
甲
子
温
泉
に
戻
り
、
折
柄
浴
し
居
り
た
る
須
釜
夫
人
そ
の
孫
の

二
少
年
と
共
に
山
を
下
り
て
、
一
家
一
門
の
同
勢
九
人
、
花
月
莊
に
滯
留
す
る
こ
と
五
日
に
及
び
ぬ
。

　
　
月
花
は
見
ざ
れ
ど
見
た
る
心
地
し
て

　
　
　
　
君
が
庵
に
五
日
や
ど
り
ぬ
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花
月
莊
は
白
河
町
の
東
端
、
人
家
續
き
の
處
に
あ
れ
ど
、
一
た
び
莊
に
入
れ
ば
、
光
景
全
く
一
變
す
。
前
に

は
門
も
あ
り
、
塀
も
あ
る
が
、
後
ろ
に
は
塀
な
く
し
て
、
畑
や
、
田
や
、
森
や
、
川
や
、
山
や
、
數
里
の
天
地
、

庭
と
一
つ
に
な
れ
り
。
二
層
の
樓
、
東
に
面
す
。
一
道
の
阿
武
隈
川
、
西
よ
り
平
田
を
貫
く
。
川
の
彼
方
、
即

ち
北
に
は
、
山
骨
を
露
出
せ
る
羅
漢
山
長
く
横
は
り
、
山
の
下
に
は
鐵
車
折
々
來
り
又
去
る
。
十
數
町
の
外
な

る
を
以
て
、
う
る
さ
か
ら
ず
。
汽
笛
わ
ざ
〳
〵
我
に
挨
拶
す
る
か
と
さ
へ
思
は
る
。
羅
漢
山
と
相
對
し
て
、
南

に
搦
山
横
は
る
。
麓
は
樹
木
茂
れ
る
が
、
其
の
樹
木
一
條
と
な
り
て
、
頂
上
に
達
す
。
恰
も
馬
の
鬣
の
如
し
。

そ
の
麓
の
樹
木
の
茂
れ
る
處
、
崖
を
磨
し
て
碑
と
な
す
。
搦
山
は
南
朝
の
忠
臣
結
城
宗
廣
の
據
り
し
處
、
碑
は

感
忠
銘
と
題
す
。
宗
廣
父
子
の
忠
節
を
銘
す
る
也
。
平
田
の
中
に
一
帶
の
森
林
隆
起
し
て
山
の
如
き
は
、
白
河

の
氏
神
な
る
鹿
島
神
社
也
。
關
山
も
見
ゆ
。
人
忘
れ
ず
山
も
見
ゆ
。
近
山
は
濃
く
、
遠
山
は
淡
く
、
雲
煙
浮
動

し
て
景
致
を
添
ふ
。
羅
漢
山
の
上
よ
り
日
出
で
、
月
も
出
づ
。
庭
の
一
方
に
は
櫻
樹
數
十
章
相
連
な
る
。
轉
じ

て
樓
上
よ
り
西
方
を
顧
み
れ
ば
、
白
河
の
市
街
眼
下
に
あ
り
。
白
河
城
址
も
指
顧
の
間
に
あ
り
。
遙
に
那
須
、

旭
、
甲
子
の
連
峯
を
見
る
。

　
　
英
魂
留
在
感
忠
碑
。
遺
烈
巍
然
鹿
島
祠
。
櫻
花
映
帶
隈
川
水
。
羅
漢
山
頭
月
出
時
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
感
忠
銘

高
坂
孝
一
郎
氏
に
案
内
せ
ら
れ
て
、
往
い
て
感
忠
銘
を
觀
る
。
幅
九
尺
、
高
さ
二
丈
五
尺
、
所
謂
磨
崖
碑
也
。
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我
國
に
碑
多
け
れ
ど
も
、
山
壁
を
碑
と
な
せ
る
は
他
に
類
を
見
ず
。
こ
れ
結
城
の
遺
臣
内
山
氏
の
義
擧
に
成
れ

る
も
の
に
て
、
感
忠
銘
の
三
字
は
樂
翁
公
の
書
す
る
所
。
文
は
其
の
儒
臣
廣
瀬
蒙
齋
の
撰
に
係
る
。
内
山
氏
の

子
孫
今
も
碑
下
に
住
め
り
。
碑
の
傍
ら
、
地
細
長
く
開
け
て
阿
武
隈
川
に
俯
し
、
白
河
の
市
街
を
隔
て
て
旭
嶽

を
仰
ぐ
。
搦
山
の
名
に
て
も
知
ら
る
ゝ
如
く
、
こ
ゝ
は
結
城
氏
の
城
の
搦
手
也
。
追
手
は
山
の
南
麓
に
あ
り
し

な
る
べ
し
。
結
城
祐
廣
の
築
く
所
に
て
、
其
の
子
宗
廣
も
之
に
據
り
た
り
き
。
義
良
親
王
、
北
畠
顯
家
、
同
顯

信
も
之
に
據
り
し
こ
と
あ
り
き
。
宗
廣
は
南
朝
に
生
死
せ
り
。
次
男
の
親
光
も
父
と
行
動
を
共
に
せ
り
。
長
男

の
親
朝
は
北
朝
に
屬
し
て
、
其
の
家
を
有
て
り
。
而
し
て
小
峰
城
に
移
れ
り
。
即
ち
今
の
白
河
城
址
こ
れ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
關
山

關
山
へ
と
て
、
一
同
握
飯
を
携
へ
て
往
く
。
白
河
の
青
少
年
も
四
五
人
交
れ
り
。
棚
倉
街
道
を
取
り
て
、
合
戰

坂
を
上
れ
ば
、
右
手
は
田
に
て
、
左
手
は
山
也
。
山
麓
に
清
水
湧
き
て
溜
り
、
溢
れ
て
ち
よ
ろ
〳
〵
流
る
。
そ

の
溜
り
に
心
太
を
冷
し
、
傍
ら
に
腰
掛
臺
を
設
け
、
心
太
を
突
出
す
道
具
を
備
へ
、
心
太
の
價
を
書
き
出
し
た

る
の
み
に
て
、
番
人
は
居
ら
ざ
る
が
、
五
六
歳
の
頑
是
な
き
小
兒
、
ち
よ
こ
な
ん
と
坐
り
居
り
た
り
き
。
あ
は

れ
、
世
は
こ
の
小
兒
を
も
要
せ
ざ
る
ま
で
に
な
ら
ぬ
も
の
に
や
。

　
飴
を
賣
る
二
人
の
朝
鮮
人
と
相
前
後
す
。
い
づ
れ
も
白
衣
を
ふ
わ
り
と
着
て
、
胸
を
露
は
し
、
脚
を
も
露
は

し
、
屋
根
の
付
き
た
る
箱
を
擔
ひ
、
箱
の
蓋
を
叩
き
、
異
樣
の
聲
を
發
し
な
が
ら
賣
り
歩
く
。
東
京
に
て
は
見
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慣
れ
た
れ
ど
、
こ
の
あ
た
り
に
は
珍
ら
し
と
見
え
て
、
小
兒
も
大
人
も
み
な
家
よ
り
出
で
て
之
を
凝
視
す
。
さ

れ
ど
買
は
む
と
す
る
も
の
な
し
。
凡
そ
半
里
に
及
び
け
る
が
、
通
り
が
ゝ
り
の
一
老
人
始
め
て
之
を
買
ふ
。
そ

の
爲
に
後
れ
て
、
飴
賣
は
我
一
行
と
別
れ
ぬ
。

　
足
の
勞
よ
り
は
暑
さ
に
閉
口
し
け
る
が
、
關
山
の
麓
に
達
し
、
こ
れ
よ
り
僅
か
十
八
町
と
聞
き
て
、
勇
氣
ま

た
生
ず
。
勇
氣
は
生
じ
た
れ
ど
、
暑
さ
は
山
を
上
る
に
つ
れ
て
、
益
〻
甚
し
。
男
連
は
大
小
い
づ
れ
も
上
半
身

裸
に
な
り
て
、
相
前
後
す
。
肥
あ
り
、
瘠
あ
り
、
黒
あ
り
、
白
あ
り
、
宛
然
一
幅
の
南
洋
土
蠻
行
列
の
圖
也
。

一
僧
、
上
よ
り
來
り
け
る
が
、
目
を
光
ら
し
て
じ
ろ
〳
〵
一
行
を
見
な
が
ら
下
り
ゆ
く
。
門
に
至
り
て
、
ほ
つ

と
一
と
息
つ
き
、
み
な
着
物
を
着
て
、
僧
坊
の
傍
ら
を
過
ぎ
て
行
け
ば
、
鐘
樓
あ
り
。
白
河
の
一
青
年
先
づ
之

を
撞
け
ば
、
他
の
青
少
年
も
み
な
撞
く
。
斯
く
遊
人
に
撞
か
せ
て
錢
を
取
ら
ざ
る
は
、
京
都
奈
良
あ
た
り
で
は

見
ら
れ
ざ
る
所
也
。
本
堂
は
絶
頂
に
在
り
。
而
し
て
四
方
の
眺
望
開
け
た
り
。
こ
の
山
、
白
河
附
近
に
て
は
最

も
高
く
、
且
つ
孤
立
し
て
、
十
數
里
四
方
の
地
、
一
眸
の
中
に
收
ま
る
。
故
關
蹟
も
見
ゆ
れ
ば
、
南
湖
も
見
え
、

阿
武
隈
川
も
見
え
、
白
河
市
街
の
一
部
も
見
え
、
那
須
山
も
、
旭
嶽
も
、
八
溝
山
も
、
羅
漢
山
も
、
搦
山
も
す

べ
て
見
ゆ
。
而
も
本
堂
は
思
ひ
の
外
偉
大
也
。
寺
を
滿
願
寺
と
稱
す
。
聖
武
天
皇
御
祈
願
の
額
さ
へ
藏
し
て
、

世
に
も
古
き
名
刹
也
。

　
僧
坊
に
就
い
て
午
食
す
。
傍
ら
に
一
株
の
欅
あ
り
。
大
さ
數
圍
に
及
ぶ
。
山
中
唯
一
の
大
木
也
。
欅
の
側
を

下
れ
ば
、
水
湧
き
て
溜
る
。
此
の
孤
立
せ
る
小
山
の
頂
上
近
き
處
に
、
斯
く
も
多
く
水
涌
か
む
と
は
思
ひ
が
け

ざ
り
き
。
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こ
の
日
、
關
山
の
裏
路
を
下
り
、
わ
れ
案
内
者
と
な
り
て
、
再
ひ
故
關
蹟
を
訪
へ
り
。
な
ほ
白
河
滯
在
中
、

石
岡
忠
藏
氏
を
始
め
、
人
々
に
乞
は
る
ゝ
儘
に
、
惡
筆
を
揮
へ
り
。
又
乞
は
る
ゝ
儘
に
、
青
年
を
中
心
と
し
た

る
人
々
の
爲
に
、
實
業
高
等
女
學
校
の
講
堂
に
訥
辯
を
揮
へ
り
。
郡
長
丸
野
實
行
氏
、
町
長
藤
田
新
次
郎
氏
を

始
め
、
有
志
の
人
々
に
招
か
れ
て
、
圓
妙
寺
湖
畔
に
飮
め
り
。
鹿
島
神
社
に
詣
で
た
り
。
白
河
城
址
を
訪
へ
り
。

友
月
山
公
園
に
上
れ
り
。
樂
翁
公
が
、
『
春
毎
に
花
の
小
蝶
と
な
り
て
だ
に
櫻
の
山
の
春
や
訪
は
ま
し
』
と
詠

じ
け
る
櫻
山
に
、
唯
〻
一
株
殘
れ
る
巨
櫻
を
訪
へ
り
。
此
の
歌
の
碑
を
藤
田
氏
の
庭
に
見
た
り
。
白
河
の
地
、

山
水
秀
麗
、
奧
羽
の
京
都
と
も
稱
す
べ
き
か
。
櫻
山
一
帶
の
地
、
白
河
中
の
別
世
界
に
て
、
會
津
の
山
川
將
軍

曾
て
別
莊
を
設
け
た
り
と
聞
く
。
別
莊
地
に
適
す
る
處
也
。
斯
く
勝
地
多
く
、
尚
ほ
他
に
舊
蹟
も
多
き
が
中
に
、

余
は
特
に
南
湖
、
感
忠
銘
、
關
山
、
白
河
故
關
蹟
、
甲
子
温
泉
を
擧
げ
て
、
白
河
の
五
大
勝
と
云
は
む
と
す
る

也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
七
年
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
発
行

入
力
：
Ｈ
．
Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
雪
森

2019

年2

月22

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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